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左手甲負傷者 

左目まぶた負傷者 

壁 

落下した鋼材

制御棒駆動水ポンプ＆モータ

幅：約 1m、高さ：約 1.3m、 

長さ：約 4.2m 

２段目足場 

１階通路床 

制御棒駆動水

ポンプA 

モータ 

○Ｂ  

○Ａ  

１階通路床 

落下した鋼材

左手甲負傷者 

左目まぶた負傷者 

左手甲に当たる

1段目足場 

２段目足場

ケーブルトレイおよび 

電線管サポート 

耐震補強工事作業員 

タービン建屋での協力会社作業員の負傷状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原子炉建屋 

制御棒駆動水ポンプエリア

タービン建屋１階 

鋼材（角型） 

縦横：75mm 

長さ：約 1.6m 

厚さ：約 3.2mm

重さ：約 11kg 

添付資料

負傷発生場所 

制御棒駆動水ポンプケーシング 

点検工事作業員 

1 階床の作業員が 1 段目足場上の作業

員に鋼材を手渡す 

１段目足場上の作業員が鋼材を２段

目足場上に上げる準備として、鋼材を

持ち上げ、２段目足場にあたり、手を

滑らせ落とす。 

鋼材落下後の負傷状況 

装備：つなぎ服、綿手袋、 
ゴム手袋、 
ヘルメット、安全靴

【原因】 

・ 荷の受け手がいない状況で鋼材の荷上
げを行った。 

・ 上下作業と認識されず、立入禁止措置が
とられていなかった。 

【対策】 

斜め方向への荷上げ時は 
・荷の受け手の体勢が整っていることを確認
し、声掛を徹底する。 

・落下物により影響の恐れのあるエリアは、
立入禁止措置をとる。 

原因と対策 

発生時の状況概要図 

発生場所 

原子炉建屋 

タービン建屋 


